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本
庄
町
自
治
会
で
は
、甲
陽
園
市

民
館
２
階
和
室
で
、「
は
る
が
き
た

♪
」と
の
企
画
で
貴
重
な「
御ご

て
ん
び
な

殿
雛
飾

り
」を
公
開
、披
露
し
、た
く
さ
ん
の

地
域
の
人
た
ち

が
見
学
。鑑
賞
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

大正時代の貴重な二間続きの御殿雛飾り

１
月
25
日
、
５
年
ぶ
り
に
開
催

　西
宮
市
環
境
衛
生
協
議
会

　環
境
衛
生
大
会

　
　表
彰
式
受
賞
者

市
長
表
彰

会
長
賞

会
長
賞

会
長
賞

3・4月号

神原公民館（Tel：71-7444）
日　時 内　　容 講　師

4月19日㈮
10：00〜 11：30

チェックするだけで
� 手軽に簡単「終活」！
「ゆいごん白書®」を書いて安心＆活き活き生活を送りましょう
この講座では1時間程度で終活に必要な物事の整理ができます。
定員：先着30人　
申込：電話申し込み4月11日㈭10：00〜
神原公民館

ゆいごん白書®
認定講師

賀嶋　悠

4月21日㈰
13：30〜 15：00

音の魅力・音楽の力
思いをトランペットの音色に乗せて
演奏を楽しもう

定員：先着50人　
申込不要

トランペット奏者
鷹取　靖彦

公 民 館 講 座
上ケ原公民館（Tel：72-7286）

日　時 内　　容 講　師

4月30日㈫
10：00〜 11：30

健幸体操
〜脳トレ・筋トレ・骨貯金〜

定員：24人
申込：電話申し込み4月11日（木）9：30〜

介護予防健康アドバイザー
講師 

福永　美和

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

兵
庫
県
く
す
の
き
賞

�

阪
神
南
地
域

　「兵
庫
県
く
す
の
き
賞
」
と
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
、
人

間
連
帯
の
輪
を
広
げ
、
こ
こ
ろ
豊

か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し

た
団
体
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　昨
年
11
月
30
日
、
食
育
の
啓
発

活
動
で
地
域
福
祉
に
長
年
携
わ
っ

て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ッ
ト
」
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
、
甲
陽
地
域
か
ら
左
記

の
2
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

安
尾
道
子
さ
ん

�

（
甲
陽
園
本
庄
町
在
住
）

杉
本
哲
子
さ
ん（
五
月
ケ
丘
在
住
）

三木　清孝さん
甲陽園本庄町在住

小田　博さん
甲陽園本庄町在住

甲陽地域の池田忠雄さんが代表で会長賞を受賞

池田　忠雄さん
甲陽園本庄町在住

濱野　照子さん
神原在住

大
正
時
代
の
ひ
な
人
形（
二
間
続
き
の
御
殿
雛
飾
り
）

岡
野
清
さ
ん
所
蔵
・
提
供
（
本
庄
町
）

昨
年
３
月
甲
陽
園
市
民
館
和
室
に
て
、
公
開

　
今
年
も
甲
陽
地
域
に
も
春
が
訪

れ
ま
し
た
。
昨
年
3
月
に
公
開
さ

れ
た
貴
重
な
ひ
な
飾
り
を
紹
介
し

ま
す
。

　
岡
野
清
さ
ん
に
よ
る
と
、
子
ど

も
の
頃
、
神
戸
・
岡
本
在
住
時
に

母
の
故
・
岡
野
千
秋
さ
ん
が
実
家

の
大
阪
の
商
家
か
ら
贈
ら
れ
た
ひ

な
人
形
だ
と
の
こ
と
で
す
。
当
時

で
も
大
変
珍
し
い
二
間
続
き
の
御

殿
雛
飾
り
で
、
お
道
具
類
も
き
れ

い
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
引
っ
越
し
も
あ
り
ま
し
た
が
、

岡
野
さ
ん
夫
妻
が
亡
き
母
・
千
秋

さ
ん
か
ら
引
き
継
い
で
大
切
に
守

っ
て
い
ま
す
。

左側の和布のつるしひな飾りは、妻の岡野久江さんと甲陽園本庄町の女性たちが作成。
御殿雛飾りとは、平安時代の京都御所の御殿を模した貴重なひな人形で、江戸後期から昭和
にかけて作られ、明治・大正期に関西で多く取り入れられました

町
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

大
池
の
カ
ワ
セ
ミ
＆

 

目
神
山
の
シ
ラ
サ
ギ幹和代さん（甲陽園本庄町在住）提供

夫の幹敏郎さん撮影の大池のカワセミ
山田道子さん（甲陽園本庄町在住）の
「圓の会」での版画展出展作品

目神山やまびこの家の前にある池の
シラサギ（1月27日撮影）

祝



My  Town　甲陽だより My  Town　甲陽だより（3） （2）

広告
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阪急甲陽園駅前通り　電話（0798）74-6825
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原子力について調査研究
を深める松久保肇さん

練習の成果をいっぱい
音楽に乗せて♪♪

炭
素
化
は
大
き
な
課
題
で
す
。

　
脱
炭
素
化
の
鍵
は
、
水
力
・
太

陽
光
・
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ
で
す
。
２
０

５
０
年
に
は
世
界
の
電
気
の
8
割

が
再
エ
ネ
で
賄
わ
れ
る
見
込
み
で

す
。
環
境
省
の
推
計
で
は
日
本
で

も
再
エ
ネ
で
電
力
需
要
の
2
倍
の

電
気
を
発
電
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
緑
豊

か
な
甲
陽
園
を
守
る
た
め
に
私
た

ち
が
取
り
組
め
る
こ
と
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　
市
民
に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ま
ず
省
エ
ネ
で
す
。

家
庭
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
は
3
割
が
照

明
や
家
電
製
品
、
3
割
が
給
湯
や

冷
暖
房
か
ら
で
す
。
こ
の
削
減
は

と
て
も
大
切
な
取
り
組
み
で
す
。

例
え
ば
自
宅
の
断
熱
性
能
の
向
上

は
、
冷
暖
房
の
効
率
だ
け
で
な
く
、

生
活
の
質
も
高
め
ま
す
。
ま
た
、

屋
根
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
付
け

れ
ば
、
そ
の
分
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削

減
に
貢
献
で
き
ま
す
。
契
約
す
る

電
力
会
社
を
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
重
視
の
会
社
へ
切
り
替
え
る

の
も
一
案
で
す
。

　松
久
保
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
、私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と

を
始
め
、
地
球
温
暖
化
を
少
し
で

も
止
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
松
久
保
肇
さ
ん
は
甲
陽
園
小
学

校
の
卒
業
生
で
、現
在
は
特
定
非

営
利
活
動
法
人
原
子
力
情
報
室
事

務
局
長
と
し
て「
原
子
力
に
頼
ら
な

い
社
会
の
実
現
」を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、国
の
審
議

会
に
参
加
し
た
り
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
日
曜

討
論
」
な
ど
で
活
躍
し
、よ
り
良
い

未
来
の
た
め
に
原
子
力
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　そ
の
松
久
保
さ
ん
の
思
い
を
聞

き
ま
し
た
。

　
気
候
が
変
で
す
。
12
月
で
も
20

℃
を
超
え
る
日
が
続
き
、
世
界
的

に
昨
年
は
観
測
史
上
最
も
暑
い
年

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
気
温
は

高
く
な
る
見
込
み
で
す
。
原
因
は

人
間
が
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
で
す
。
発
電

所
は
最
大
の
排
出
源
で
、
そ
の
脱

「
百
人
一
首
大
会
」

甲
陽
地
区

青
少
年
愛
護
協
議
会

　主
催

SC21甲陽園は11月26日に
100人参加で清掃。不法投棄
のごみ持ち帰りに貢献

こ
こ
に
人
あ
り

松
久
保

　
肇
さ
ん 

44
歳 

　
　
　
　
　
　

 （
甲
陽
園
・
若
江
町
出
身
）

原
子
力
資
料
情
報
室
事
務
局
長

甲陽園地区青愛協は12月2日、50人（子ども30人）
の参加者で清掃し、ごみ袋50個分を集めました

12月14日は甲陽園地区社協
から8人が参加して清掃

学
年
の
児
童
た
ち
も
た
い
へ
ん
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
中
に
は
高

学
年
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
の
早
さ

で
、
次
々
と
札
を
取
る
児
童
も
い

ま
し
た
。

　
低
学
年
の
大
半
は
、
初
め
て
百

人
一
首
か
る
た
に
触
れ
る
児
童
で

す
。
下
の
句
の
ひ
ら
が
な
を
真
剣

に
探
し
、
札
が
取
れ
た
時
は
笑
顔

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
今
回
で
34
回
を
数

え
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時

や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
際
に
は
中
止

の
期
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
40
年
以
上
も
の
間
、
大
変
多

く
の
参
加
児
童
と
大
会
関
係
者
、

ま
た
運
営
に
携
わ
る
地
域
の
人
た

ち
の
協
力
の
下
で
、
長
く
続
い
て

き
た
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
年
に
１
度
の
音
楽
会
が
、
甲

陽
園
小
学
校
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
た
体
育
館
で
昨
年
11
月
23
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
こ
の
日
の
た
め
に
１
学
期
か

ら
演
奏
の
曲
を
聞
き
始
め
、
当
日

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
大
太
鼓
や
小
太
鼓
、
鉄
琴
、
マ

ラ
カ
ス
な
ど
の
人
気
の
担
当
楽
器

は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
決
め
て
い

ま
す
。
休
み
時
間
を
使
っ
て
練
習

す
る
児
童
も
い
る
気
合
い
の
入
れ

よ
う
で
す
。
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、

各
家
庭
で
も
合
奏
や
合
唱
の
練
習

を
し
、
音
楽
に
親
し
む
良
い
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
合
唱
、
斉
唱
は
学
年
ご
と
に
、

合
奏
は
各
学
年
二
つ
に
分
か
れ
て

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ジ
ャ
ズ
歌
謡
曲

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
か

ら
選
曲
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
番
の
少
し
前
に
児
童
鑑
賞
会

が
行
わ
れ
、
本
番
当
日
は
児
童
手

作
り
の
飾
り
や
工
作
が
飾
ら
れ
、

彩
り
を
添
え
て
い
ま
し
た
。
ど
の

学
年
も
入
れ
替
え
制
で
、
た
く
さ

ん
の
保
護
者
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
真
剣
な
表

情
で
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
心
を
一
つ

に
奏
で
る
音
楽
が
、
体
育
館
い
っ

ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　
仲
間
と
時
間
を
か
け
て
つ
く
り

上
げ
た
音
楽
に
、
心
が
揺
さ
ぶ
ら

れ
た
人
が
多
く
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
感
動
を
あ
り
が
と
う
♪
♪

今回も多くの児童が参加しました

　
毎
回
、
多
く
の
児
童
が
心
待
ち

に
し
て
い
る
新
年
初
め
の
恒
例
行

事
「
百
人
一
首
大
会
」
が
、
1
月

9
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
ら

く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

他
の
イ
ベ
ン
ト
同
様
に
実
施
が
見

合
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は

実
に
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

　
前
回
大
会
の
時
に
は
低
学
年
だ

っ
た
児
童
も
高
学
年
と
な
り
、
上

の
句
が
読
ま
れ
る
や
否
や
す
ぐ
に

札
取
り
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

そ
の
様
は
、
こ
の
大
会
が
中
止
で

あ
っ
た
期
間
に
も
、
百
人
一
首
へ

の
興
味
、
関
心
を
持
ち
続
け
て
い

た
こ
と
が
大
い
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　
一
番
多
く
の
参
加
者
が
い
た
中

甲
陽
地
域
の
美
化
・
清
掃
活
動

令
和
５
年
度

　甲
陽
園
小
学
校

　
　♪ 

音
楽
会 

♪

３年生のリズミカルでひきこまれる演奏♪『テキーラ』

真剣に取り組む子どもたち

令
和
５
年
度

社
協
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

甲
陽
園
市
民
館
で
開
催

　
甲
陽
園
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
、
昨
年
11
月
12
日
に
甲
陽
園

市
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第一部：おんがく楽団IN阪神間の楽器演奏と
「うりぼう」のメンバーによる紙芝居など

来場者と握手する大助さん

　
２
部
で
は
漫
才
師
の
宮
川
大
助

さ
ん
が
楽
し
い
ト
ー
ク
を
披
露
し
、

拍
手
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。相
方
の

花
子
さ
ん
は
体
調
不
良
で
出
演
で

き
ず
、皆
さ
ん
残
念
そ
う
で
し
た
。

　
大
池
委
員
会
（
岡
田
力
会
長
）

の
協
力
の
下
、
各
団
体
が
昨
年
も

大
池
清
掃
を
頑
張
り
ま
し
た
。
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Ｏ
２
排
出
は
3
割
が
照

明
や
家
電
製
品
、
3
割
が
給
湯
や

冷
暖
房
か
ら
で
す
。
こ
の
削
減
は

と
て
も
大
切
な
取
り
組
み
で
す
。

例
え
ば
自
宅
の
断
熱
性
能
の
向
上

は
、
冷
暖
房
の
効
率
だ
け
で
な
く
、

生
活
の
質
も
高
め
ま
す
。
ま
た
、

屋
根
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
付
け

れ
ば
、
そ
の
分
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削

減
に
貢
献
で
き
ま
す
。
契
約
す
る

電
力
会
社
を
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
重
視
の
会
社
へ
切
り
替
え
る

の
も
一
案
で
す
。

　松
久
保
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
、私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と

を
始
め
、
地
球
温
暖
化
を
少
し
で

も
止
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
松
久
保
肇
さ
ん
は
甲
陽
園
小
学

校
の
卒
業
生
で
、現
在
は
特
定
非

営
利
活
動
法
人
原
子
力
情
報
室
事

務
局
長
と
し
て「
原
子
力
に
頼
ら
な

い
社
会
の
実
現
」を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、国
の
審
議

会
に
参
加
し
た
り
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
日
曜

討
論
」
な
ど
で
活
躍
し
、よ
り
良
い

未
来
の
た
め
に
原
子
力
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　そ
の
松
久
保
さ
ん
の
思
い
を
聞

き
ま
し
た
。

　
気
候
が
変
で
す
。
12
月
で
も
20

℃
を
超
え
る
日
が
続
き
、
世
界
的

に
昨
年
は
観
測
史
上
最
も
暑
い
年

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
気
温
は

高
く
な
る
見
込
み
で
す
。
原
因
は

人
間
が
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
で
す
。
発
電

所
は
最
大
の
排
出
源
で
、
そ
の
脱

「
百
人
一
首
大
会
」

甲
陽
地
区

青
少
年
愛
護
協
議
会

　主
催

SC21甲陽園は11月26日に
100人参加で清掃。不法投棄
のごみ持ち帰りに貢献

こ
こ
に
人
あ
り

松
久
保

　
肇
さ
ん 

44
歳 

　
　
　
　
　
　

 （
甲
陽
園
・
若
江
町
出
身
）

原
子
力
資
料
情
報
室
事
務
局
長

甲陽園地区青愛協は12月2日、50人（子ども30人）
の参加者で清掃し、ごみ袋50個分を集めました

12月14日は甲陽園地区社協
から8人が参加して清掃

学
年
の
児
童
た
ち
も
た
い
へ
ん
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
中
に
は
高

学
年
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
の
早
さ

で
、
次
々
と
札
を
取
る
児
童
も
い

ま
し
た
。

　
低
学
年
の
大
半
は
、
初
め
て
百

人
一
首
か
る
た
に
触
れ
る
児
童
で

す
。
下
の
句
の
ひ
ら
が
な
を
真
剣

に
探
し
、
札
が
取
れ
た
時
は
笑
顔

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
今
回
で
34
回
を
数

え
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時

や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
際
に
は
中
止

の
期
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
40
年
以
上
も
の
間
、
大
変
多

く
の
参
加
児
童
と
大
会
関
係
者
、

ま
た
運
営
に
携
わ
る
地
域
の
人
た

ち
の
協
力
の
下
で
、
長
く
続
い
て

き
た
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
年
に
１
度
の
音
楽
会
が
、
甲

陽
園
小
学
校
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
た
体
育
館
で
昨
年
11
月
23
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
こ
の
日
の
た
め
に
１
学
期
か

ら
演
奏
の
曲
を
聞
き
始
め
、
当
日

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
大
太
鼓
や
小
太
鼓
、
鉄
琴
、
マ

ラ
カ
ス
な
ど
の
人
気
の
担
当
楽
器

は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
決
め
て
い

ま
す
。
休
み
時
間
を
使
っ
て
練
習

す
る
児
童
も
い
る
気
合
い
の
入
れ

よ
う
で
す
。
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、

各
家
庭
で
も
合
奏
や
合
唱
の
練
習

を
し
、
音
楽
に
親
し
む
良
い
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
合
唱
、
斉
唱
は
学
年
ご
と
に
、

合
奏
は
各
学
年
二
つ
に
分
か
れ
て

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ジ
ャ
ズ
歌
謡
曲

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
か

ら
選
曲
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
番
の
少
し
前
に
児
童
鑑
賞
会

が
行
わ
れ
、
本
番
当
日
は
児
童
手

作
り
の
飾
り
や
工
作
が
飾
ら
れ
、

彩
り
を
添
え
て
い
ま
し
た
。
ど
の

学
年
も
入
れ
替
え
制
で
、
た
く
さ

ん
の
保
護
者
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
真
剣
な
表

情
で
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
心
を
一
つ

に
奏
で
る
音
楽
が
、
体
育
館
い
っ

ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　
仲
間
と
時
間
を
か
け
て
つ
く
り

上
げ
た
音
楽
に
、
心
が
揺
さ
ぶ
ら

れ
た
人
が
多
く
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
感
動
を
あ
り
が
と
う
♪
♪

今回も多くの児童が参加しました

　
毎
回
、
多
く
の
児
童
が
心
待
ち

に
し
て
い
る
新
年
初
め
の
恒
例
行

事
「
百
人
一
首
大
会
」
が
、
1
月

9
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
ら

く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

他
の
イ
ベ
ン
ト
同
様
に
実
施
が
見

合
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は

実
に
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

　
前
回
大
会
の
時
に
は
低
学
年
だ

っ
た
児
童
も
高
学
年
と
な
り
、
上

の
句
が
読
ま
れ
る
や
否
や
す
ぐ
に

札
取
り
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

そ
の
様
は
、
こ
の
大
会
が
中
止
で

あ
っ
た
期
間
に
も
、
百
人
一
首
へ

の
興
味
、
関
心
を
持
ち
続
け
て
い

た
こ
と
が
大
い
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　
一
番
多
く
の
参
加
者
が
い
た
中

甲
陽
地
域
の
美
化
・
清
掃
活
動

令
和
５
年
度

　甲
陽
園
小
学
校

　
　♪ 

音
楽
会 

♪

３年生のリズミカルでひきこまれる演奏♪『テキーラ』

真剣に取り組む子どもたち

令
和
５
年
度

社
協
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

甲
陽
園
市
民
館
で
開
催

　
甲
陽
園
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
、
昨
年
11
月
12
日
に
甲
陽
園

市
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第一部：おんがく楽団IN阪神間の楽器演奏と
「うりぼう」のメンバーによる紙芝居など

来場者と握手する大助さん

　
２
部
で
は
漫
才
師
の
宮
川
大
助

さ
ん
が
楽
し
い
ト
ー
ク
を
披
露
し
、

拍
手
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。相
方
の

花
子
さ
ん
は
体
調
不
良
で
出
演
で

き
ず
、皆
さ
ん
残
念
そ
う
で
し
た
。

　
大
池
委
員
会
（
岡
田
力
会
長
）

の
協
力
の
下
、
各
団
体
が
昨
年
も

大
池
清
掃
を
頑
張
り
ま
し
た
。
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本
庄
町
自
治
会
で
は
、甲
陽
園
市

民
館
２
階
和
室
で
、「
は
る
が
き
た

♪
」と
の
企
画
で
貴
重
な「
御ご

て
ん
び
な

殿
雛
飾

り
」を
公
開
、披
露
し
、た
く
さ
ん
の

地
域
の
人
た
ち

が
見
学
。鑑
賞
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

大正時代の貴重な二間続きの御殿雛飾り

１
月
25
日
、
５
年
ぶ
り
に
開
催

　西
宮
市
環
境
衛
生
協
議
会

　環
境
衛
生
大
会

　
　表
彰
式
受
賞
者

市
長
表
彰

会
長
賞

会
長
賞

会
長
賞

3・4月号

神原公民館（Tel：71-7444）
日　時 内　　容 講　師

4月19日㈮
10：00〜 11：30

チェックするだけで
� 手軽に簡単「終活」！
「ゆいごん白書®」を書いて安心＆活き活き生活を送りましょう
この講座では1時間程度で終活に必要な物事の整理ができます。
定員：先着30人　
申込：電話申し込み4月11日㈭10：00〜
神原公民館

ゆいごん白書®
認定講師

賀嶋　悠

4月21日㈰
13：30〜 15：00

音の魅力・音楽の力
思いをトランペットの音色に乗せて
演奏を楽しもう

定員：先着50人　
申込不要

トランペット奏者
鷹取　靖彦

公 民 館 講 座
上ケ原公民館（Tel：72-7286）

日　時 内　　容 講　師

4月30日㈫
10：00〜 11：30

健幸体操
〜脳トレ・筋トレ・骨貯金〜

定員：24人
申込：電話申し込み4月11日（木）9：30〜

介護予防健康アドバイザー
講師 

福永　美和

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

兵
庫
県
く
す
の
き
賞

�
阪
神
南
地
域

　「兵
庫
県
く
す
の
き
賞
」
と
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
、
人

間
連
帯
の
輪
を
広
げ
、
こ
こ
ろ
豊

か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し

た
団
体
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　昨
年
11
月
30
日
、
食
育
の
啓
発

活
動
で
地
域
福
祉
に
長
年
携
わ
っ

て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ッ
ト
」
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
、
甲
陽
地
域
か
ら
左
記

の
2
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

安
尾
道
子
さ
ん

�

（
甲
陽
園
本
庄
町
在
住
）

杉
本
哲
子
さ
ん（
五
月
ケ
丘
在
住
）

三木　清孝さん
甲陽園本庄町在住

小田　博さん
甲陽園本庄町在住

甲陽地域の池田忠雄さんが代表で会長賞を受賞

池田　忠雄さん
甲陽園本庄町在住

濱野　照子さん
神原在住

大
正
時
代
の
ひ
な
人
形（
二
間
続
き
の
御
殿
雛
飾
り
）

岡
野
清
さ
ん
所
蔵
・
提
供
（
本
庄
町
）

昨
年
３
月
甲
陽
園
市
民
館
和
室
に
て
、
公
開

　
今
年
も
甲
陽
地
域
に
も
春
が
訪

れ
ま
し
た
。
昨
年
3
月
に
公
開
さ

れ
た
貴
重
な
ひ
な
飾
り
を
紹
介
し

ま
す
。

　
岡
野
清
さ
ん
に
よ
る
と
、
子
ど

も
の
頃
、
神
戸
・
岡
本
在
住
時
に

母
の
故
・
岡
野
千
秋
さ
ん
が
実
家

の
大
阪
の
商
家
か
ら
贈
ら
れ
た
ひ

な
人
形
だ
と
の
こ
と
で
す
。
当
時

で
も
大
変
珍
し
い
二
間
続
き
の
御

殿
雛
飾
り
で
、
お
道
具
類
も
き
れ

い
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
引
っ
越
し
も
あ
り
ま
し
た
が
、

岡
野
さ
ん
夫
妻
が
亡
き
母
・
千
秋

さ
ん
か
ら
引
き
継
い
で
大
切
に
守

っ
て
い
ま
す
。

左側の和布のつるしひな飾りは、妻の岡野久江さんと甲陽園本庄町の女性たちが作成。
御殿雛飾りとは、平安時代の京都御所の御殿を模した貴重なひな人形で、江戸後期から昭和
にかけて作られ、明治・大正期に関西で多く取り入れられました

町
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

大
池
の
カ
ワ
セ
ミ
＆

 

目
神
山
の
シ
ラ
サ
ギ幹和代さん（甲陽園本庄町在住）提供

夫の幹敏郎さん撮影の大池のカワセミ
山田道子さん（甲陽園本庄町在住）の
「圓の会」での版画展出展作品

目神山やまびこの家の前にある池の
シラサギ（1月27日撮影）

祝


